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題を、彼女らの適応という観点から検討を加えること によ って，より 具体的・直接的な形
で明らかにしたいというところにある。
本報告は，卒業後 3年経過した時点、で実抱した調査の結果を中心I乙 主として 2年経過
時の調査結果と比較しながら，次の点、について検討を加えたものである。











昭和45年3月札幌市所在保育者養成校を卒業した者379名を対象とした （表 1）。 3年
経過時点での現在状況及び職場適応等lζ関する質問紙調査票 （省略 ）を作製し，郵送法に
よって，48年 5～ 6月に実施した。 全対象者l乙対する回収率（受取人不明による返送分を
含む ）は， 54.9勿 （208名）であった。回答者の内訳は表 2の通りである。
60 白佐：保育者養成校卒業生の進路と職場適応〔IV〕
表 1 対象者 の 内訳
昼夜の別 養成校の種類・校数（取得町能資格）
私立短大 2校（幼稚園教諭と保母）
昼間養成校 私立短大 I II （幼稚園教諭のみ）
公立養成校 I II〔保母のみ）
夜間養成校 私立養成校 I校（幼稚園教諭と保母）
私立養成校 1 II （保母のみ〕



















3 7 9 
I 8 5 
6 0 
｜人数（%）
37 (17. 8) 
69 (3. 2) 
14 ( 6 7) 
17 ( 8.2) 
19 ( 9.I) 
14 ( 6.7) 
38 (18. 3) 
208 ( 100. 0) 
表 3は，保育者養成校卒業生の進路状況を卒業初年度の4月（ 以下卒業時と呼ぶ）， 1 
年前の 2年経過時及び本調査の3年経過時について整理したも のである。
3年経過時（ 48年4月）の進路状況は，全対象者の 69.6勿が何らかの職についており司
専 門分野就職者 55.1弘 専門外分野就職者 14.5予ぢ となっている。専門分野では，保育所保
母が最 も多く．次いで幼稚園教諭，精神薄弱児施設保母，仲よし子ども 館児童指導員2 肢




時比 77.6 ~仰と増加したあと. 1年経過時71.8予ぢ， 2年経過時64.3%, 3年経過時55.1%と
少なくなってきている。 最高時の71.1% ！＜＇.：相当する。一方，就職以外の者は，卒業時 8.7 






卒 業 時 2年経 過 時 3年 経 過時
( 45年 4月） ( 47年4月） ( 48年 4月）
幼 稚 園 （教諭） 120 (31. 7) 84(22. 1) 64(16.8) 
保 育 所 （保母） 94 (24. 8) 108(28. 4) 99(26.0) 
精神薄 弱 児施設 20 ( 5. 3) 19( 5. 0) 14( 3. 7) 
養 護 抱 設 12 ( 3. 2) 8( 2. 1) 4( 1.1) 
施設（保
肢体不自由児施設 5 ( l. 3) 4( l. 1) 6( 1.6) 
母）
専門分野 児童 相 談所 2 ( 0. 5) 
281 1 ( 0.3) 244 1( 0.3) cs2s0I) (74. 2) (64. 3) 
就職 そ の 他 1 ( 0. 3) 2( 0. 5) 1( 0.3) 1伸よし ども館 19 ( 5. O) 10( 2. 6) 8( 2.1) 
その他児 童 館 2 ( o. 5) 1 ( o.3) 1( 0.3) 
（指な導ど員） 養護老人ホーム 2 ( o.5) 1( 0. 3) 1( 0.3) 
その他 4 ( 1.1) 6( l. 6〕 10( 2.6) 
、専門外分野
13 ( 3. 4) (IS. 3) 15( 4. 0) (15. 6) 17( 4. 14.5) その他
事 病 気
就 ρ寸孟f,: 33 2 ( 0. 5) ( 8.7〕
64 
3( o. 8)(16. 9) 103 3( 0.8) 27.2、） 
職 待 機 23 ( 6 1) 11( 2. 9) 6( 1.6) 
不 明 7 ( l.8) 11( 2. 9) 11( 2.9) 
死 亡 1( 0. 3) 1( 0.3) 
計 379 (100. 0) 379(100. 0 379(100.0) 
とがその主因となっていることがわかる。乙の傾向はすでに1年経過時において認められ
たものであるが，年々より顕著になっている。

















専 門 分 野
専門外分野
幼 稚 園 保 育 所 施 設 そ の 他
継 継 勤 務 146 (43.1) 47 (39. 1) 49 (52. 1) 17 (42. 5) 11 ( 40. 8) 22 (38 0) 
34 (10. 0) 11 ( 9. 2) 16 (17. O) 2 ( 5.O) 5 ( 8. 6) 
転職 類似職種 29 ( 8. 6) 10 ( 8. 3) 4 ( 4. 3) 4 (10. O) 10 (37 0) l ( l. 7) 
異種職種 38(112) 17 (14. 2) 4 ( 4. 3) 3 ( 7 5) 14〔24.1) 
退 職 92 (27 I) 35 (29. 2) 21 (22. 3) 14 (35. 0) 6 (22. 2) 16 (27 6) 




専 門 分 野
専門外分野
幼 稚 園 保 育 所 施 設 そ の 他
継続 動 務 224 (73. 9) 59 (70. 2) 86 (79 6) 24 (70. 6) 16 (88.8) 39 (66. 1) 
7 ( 2. 3) 2 ( 2.4) 4 ( 3. 7) l ( l.7) 
転職 類似職種 8 ( 2. 6) 3〔28) 2 ( 5. 9) 1 ( 5 6) 2 ( 3.4〕
異種職種 15 ( 5. O) 5 ( 6.0) 2 ( l. 9) 2 ( 5 9) 6 (10 2) 
退 職 49 (16 2) 18 (21. 4) 13 (12 O) 6 (17 6) 1 ( 5. 6) 11 (18. 6) 





続勤務している者は43.l;iぢとな っている。すなわち，乙の 3年聞に56.9%の者は第 1の職





次に， 2年経過時就職者についてみる と．この1年間の継続勤務者は全体で73.9% とな
っている（ 表 4の 2）。これは， 卒業時就職者に比べる とョ比較期間が短いので当然高い
比率となる。継続勤務率は，保育所保母とその他の者が高し、。これらの結果は， 2年経過









専 門 分 野
全 体 専門外分野かの化 幼 稚 園 保 育 所 施 設 そ の 他
継 続 動 務 224 (84. 8) 59 (92. 2) 86 (87. 0) 24 (92. 3) 16 (80. 0) 39 (70. 9) 
／幼稚園から 7 ( 2 7) 2 ( 3.1) 5 ( 9.1) 
保育所から 9 ( 3.4) 1 ( 1 6) 4 ( 4.0) 2 ( 7. 7) 2 ( 3.6) 
転職‘ 筋設から 4 ( 1 5) 1 ( 1 O) 1 ( 5、0) 2 ( 3.6) 
その他から 1 ( 0.4) 1 ( l.0) 
専内外分野 9 ( 3 4) 2 ( 3. 1) 3 ( 3.0) 1 ( 5.0) 3 ( 5.5) から
未就職者の就職 10 ( 3.8) 4 ( 4. 0) 2 (10.0) 4 ( 7.3) 














次に， Hf経過時から 3年経過時までの 1年間lζ転・退職した者を抜き出して，その状
況について若干の検討を加えてみよう。 2年経過時に就職していた者（ 30 3名）及びその
後就職した者（ 1 4名）のうち， 3年経過時に転・退職している者は88名となっている。こ
れは， 2年経過時の80名 lζ比べるとやや多い（転・退職率27.8%で， 2年経過時の23.3%
より多い）。
まず，乙の 1年聞に何回転職を経験したかをみてみると，全体で転職回数 0が 60.2%で
最も多し、。乙れは勤務していた所を退職した，あるいは，就職したがまもなく退職してし
まい，現在は勤めていないというものである。転職回数 1回が37.5%, 2回が 2.3 %とな
っており，ほとんどが転職 1回である。
転・退職の理由・原因を，質問紙調査に回答を寄せた者について整理してみると，退職













不満（ 1 7.9% ），転居等








3年経過時の実際 退職希望者 転職希望者 継続希望者
同一職場で継続 8 ( 53. 3) 33 (73. 4) 98 (81. 7) 
3 ( 2.5) 
転職 類似職種へ 2 ( 4.4) 4 ( 3. 3)
異種職種へ 4 (26. 7) 5 (11. 1) 2 ( 1.7) 
退 職 3 (20. 0) 5 (1. 1) 13 (10 8) 
計 15( 100. 0) 45( 100. 0) 120(100. O) 
表7 転職 ・退職 ・継続勤務者の2年経過時の希望
人（必）
2年経過時の希望 転 職 者 退職者 継続勤務者
同一職場で継続 9 ( 45. 0) 13 (61. 8〕 98 (70. 4) 
2 (10. 0) 1 ( 4.8) 24 (17 3) 
転職 類似職種へ 1 ( 5.0〕 1 ( 4 8) 1 ( 0. 7) 
異種職種へ 4 (20 0) 3 (14. 3) 8 ( 5.8) 
退職 ・その他 4 (20. 0) 3 (14. 3) 8 ( 5. 8) 
計 20(100. 0) 21( 100. 0) 139( 100. 0) 
対してためらいがあったのではなかろうか。
転 ・退職と前調査島の「今後の職業生活の希望」 との関係を調べてみると，表 6 7の
ようになる（前調査回答者の有職者で，不明を除く 180名について） 。
2年経過時の希望がどう実現されたか， という観点から整理してみる と， 希望通りに実
際がなっているのは 106名（ 58.9 % ）で3 希望が満たされない者が多い。表 6で，同一職
場継続希望者の 81.7%は満たされているが，退職希望者では20.0%，転職希望者では11.l
%（転職の希望方向を考慮に入れると 5名のみ該当 ）が満た されたにとどまっている。転
・退職を希望 しながら，結局，そのまま同一職場にとどまった者が多L、。




う質問をしたところ，12名 （不明を除く 未就職者の70.6% IL相当） が 「っきたいと思う」
と答えていたのであったが，この1年聞に実際に就職した者は2名にすぎない。
(4) 勤務先の状況
ここではう 3年経過時において何らかの職業についている者 264名について， その勤
務先の状況等を検討してみたL、。
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表8 勤務先の 状 況
人（完）
事 項 全 体
専門 分 野
専門外分野
幼稚園保育所抱 設 そ の他
～46年 3月 163 ( 61. 7) 51 (79 6) 55 (55. 6) 19 (73 I) 12 (60. 0) 26 (47 3) 
46年4月 38 (14.4) 4 ( 6 3) 18 ( 18. 2) 3 ( II5) 2 ( 10.0) 11 (20. 0) 
議務開始
～47年 3月
47年4月 33 (125) 6 ( 9.4) 14 (14.1) 2 ( 7 7) 4 ( 20. 0) 7 ( 127) ～48"手3月
48"手4月～ 30 (114) 3 ( 4.7) 12 (12. I) 2 ( 7.7) 2 ( 10. 0) 11 (20. 0) 
公立の機関 124 (47. 0) 3 ( 4.7) 74(74.7) 16 (61. 5) 17 (85 0) 14 ( 25. 5) 
② 設置の主体 私立の機関 136 (51.5) 61 ( 95. 3) 25 (25. 3) 10 (385) 3 ( 15 0) 37 (67. 3) 
家業の手伝 4 ( I.5) 4 ( 7 3)
本L 幌 市 135 (51.2) 36 ( 56. 2) 33 (33. 3) 7 ( 269) 16 (80司 0) 43 (78. 2) 
議在地
北海道内の市 65 (24. 6) 14 (21. 9) 30(303) 13 ( 50. I) I ( 5 0) 7 ( 12.7) 
北海道内の町村 41 (15. 5) 8 ( 12 5) 28 ( 28. 3) 3 ( II 5) I ( 5. 0) I ( I. 8) 
北海道以外 23 ( 8. 7) 6 ( 9 4) 8 ( 8.I) 3 ( I 5) 2 ( 10.0) 4 ( 7 3) 
④ 自宅通勤
可 能 196 (74. 2) 47 (73.4) 77 (77. 8) 11 ( 42 3) 19(95.0) 42 ( 76. 4) 
不 可 能 68 (25 8) 17 (26 6) 22 (22 2) 15 ( 57 7) I ( 5.O) 13 (23 6) 
































① 職務内容（仕事の内容 ） ＠ 非常に満足している
②勤務状態（ 勤務時間など） ③ かなり満足している
③待 遇（給料など） 。あまり満足していない
④ 職場環境（人間関係など） ⑨ 全く不満である
この結果は，表 9Iと示す通りである。まず，領域別lとみてみよう。
職務内容については， 全体では， 満足している方に属する者は 61.3%と半数を上まわり，
やや高い満足度となっている。職種別の比較では，満足している者は，保育所保母 （6 6.2 
% ）と幼稚園教諭（ 64.7 % ）でかなり多いが，その他 53.0%， 施設保母 38.5%と少なくな
っている。公立・私立の比較では，公立勤務者の方が私立勤務者よ りもやや高い結果とな
1曲















その他 58.8%，保育所保母 33.9%と少なく な り，幼稚園教諭では21.2%と極端K少なし、。
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表 9 現在の職場 K対する満足度
（劣）
職 種 BU 公私立別
全 体
領域・項目 幼稚園 保育所 施 設 その他 公 立 私 立
N= 132 
N=34 N=68 N=13 N=17 N=78 N=54 
職 A 6.8 5. 9 7. 4 11. 8 5. 1 9. 3 
満足｛ (-3. 2) (-15. 7) ( +s 1) ( -8. 9) ( +6. 8) (+I. 3) ( 8.8) 
務 B 54. 5 58. 8 58. 8 38. 5 41. 2 59. 0 48. 1 
内 c 34.8 32.4 20. 9 53. 8 41. 2 30. 8 40. 7 
，廿包《之 不満｛ D 3. 8 2.9 2.9 7. 7 5. 9 5. 1 I. 9 
動 A 10. 6 8. 8 8. 8 15.4 17. 6 11. 5 9. 3 
満足｛ ( I. 4) （一I.1) ( -2. 0) ( +s. 1) (-10. 0) ( -2. 1) (-2 O) 
務 B 43. 2 52.9 30. 9 53. 8 64. 7 44.9 40. 7 
状 c 41. 7 38.2 51. 5 30. 8 17. 6 39. 7 44. 4 
態
不満｛
D 4. 5 8. 8 3. 8 5. 6 
待 A I. 5 3. 0 1. 5 2. 6 
満足｛ ( -2. 5) ( -6. 3) ( -7. 8) (+19.0) (-2 8) ( -3. 8) ( -5. 4) 
B 36. 6 18. 2 32.4 76. 9 58. 8 44. 9 24. 5 
c 48. 1 51. 5 54. 4 15. 4 41. 2 51. 3 43. 4 
遇
不満｛
D 13. 7 27. 3 11. 8 7. 7 1. 3 32. 1 
職 A 6. 8 5. 9 8. 8 5. 9 7. 7 5. 6 
満足｛ ( -6. 3) ( -20. O) ( + 1.6) ( -10. 2) ( -o. 9) ( 5.9) ( -7. 6) 
場 B 42.4 44. 1 44. 1 23. 1 47. 1 43. 6 40. 7 
環 c 42.4 41. 2 39. 7 69.2 35.3 39. 7 46. 3 
境
不満｛
D 8. 3 8. 8 7. 4 7. 7 11. 8 9.0 7. 4 
（注） • A…非常に満足している B…かなり満足している C…あまり満足していとfい
D・・全く不満である















足している者の割合は 47.9%で， 1年経過時51.8%, 2年経過時55.5%と増加をみたので
あるが， 今回の調査で下降に転じている。
以上の結果から，職場lと対する満足度は，全体的にみて， 4領域とも満足を感じる者が
























































表11 簡易職場適応尺度の平均及び標準偏差 （SD) 
職 種 別 公私立別
全 体
尺 度 幼稚園 保育所 施 設 その他 公 立 手ム 立
N= 133 
N=35 N=68 N=13 N=17 N=78 N=55 
全尺度
平均 4. 7 ( 4. 8) 4. 7 ( 4. 5) 4. 8 ( 5.2) 4. 0 ( 4. 2) 4. 9 ( 5.0) 4. 9 ( 5.1) 4. 5 ( 4. 6) 
SD I 8 ( 2. 2) 1.7(1.8) 2. 0 ( 2.3) 1.7(1.9) 2 1 ( 3. 0) 2. 1 ( 2. 4) 1.4(1.9) 
職種適性 平均 2. 4 ( 2 4) 2. 6 ( 2.4) 2 3 ( 2. 5) 1.8(20) 2. 7 ( 2. 5) 2 3 ( 2. 3) 2. 5 ( 25) 
因 子 SD 1.3(1.3) 1.2(1.2) 1.3(1.3) 1.1(1.0) 1.3(1.6) 1.4(1.3) 1.1(1.3) 
勤労意欲 平均 2 3 ( 2.4) 2. 1 ( 2.1) 2. 5 ( 2 7) 2 2 (2. 2) 2. 2 ( 2. 5) 2. 6 ( 2. 7) 2. 0 ( 2. 1) 
因 子 SD 1.2(1.3) 1.0(10) 1.2(1.4) 1.2(1.2) 1.4(1.7) 1.2(1.5) 1.1(1.1) 




職 種 BU 公私立別
尺度 全 体
幼 稚 闘 保 育 所 施 設 そ の 他 公 立 私 立
項目 N = 133 
N=35 N=68 N=l3 N=l7 N=78 N=55 
職 イ 78.2（ー 5.9) 74.3( -12.0) 79.4 ( -5.7) 76.9 (-7.3) 82.4（十13.2) 80.8 ( +LI) 74.5（ー 140) 
種 ロ 44.4c +o.s) 54.3（ート13.1) 41.2 ( -8.8) 231 (-32) 52.9 ( +6 7) 39.7 （ー 7.1) 50.9 ( +9 9) 
適
性
ハ 35.3c +o.9) 40.0( + 16 5) 35.3 ( -6 6) 23.1 (-32) 35.3（ー 10.9) 30.8 （ー 5.9) 418 ( +9.7) 
因 ニ 33.l( +8.9) 34.3( +16.7) 35.3 ( +8 3) 15.4 ( +4.9) 35.3（ー 18.5) 33.3 ( +8 0) 32.7 ( +9.6) 
子 ホ 48.1(-4.8) 54.3( 12.4) 42 6 ( -3.3) 38.5( -14.1) 64.7（十26.2) 50.0 (+5.7) 45.5（ー 16.0)
動 ノ＼ 30.1 ( -4.9) 17.1 ( -6.4) 27. 9 ( -5.9) 61.5 (+3.6) 41. 2( -12.6) 37. 2 ( -4.6) 20 0 ( -8 2) 
労 ト 32.3（一2.1) 40.0 ( +4.7) 30.9 （ー 5.6) 15.4( -10. 9) 35.3 ( +4.5) 30.8 ( -8.4) 34.5 ( +5 O) 
意
欲
チ 61.7 ( +3 7) 65.7 ( +1.0) 67.6 ( +5.4) 46.2( +14.6) 41.2 （ー 5.0) 57.7 (+3.3) 67 3 ( +5.8) 
因 リ 33.8（ー 2.5) 5.7 ( -0.2) 47.1 (-7.0) 385 (+1.7) 35.3（ー 18.5) 53.8 ( -8 2) 5.5 (-4.8) 































全体的には，最低25,000円（私立幼稚園 3年勤続者，手当 7,000円）から最高 59,856円
（公立施設 3年勤続者，手当約 1,800円）まで広く分布し，平均は約 45,700円となってい
る。職種別にみると，予想通り幼稚園教諭が極端に低L、。 75.0%の者が 42,000円以下で，









経過時6β53円3 2年経過時8,092円， 3年経過時 8,664円となっているい、ずれも公立勤
表13 給料（本俸）の状況
職 種 .8U 公私立別
全 体
給料（本俸） 幼稚園 保育所 施 設 その他 公 立 京ム 立
N= 120 
N=32 N=65 N=12 N=ll N=69 N=51 
～41, 999円 27. 5劣 75. 0 "/o 13.8 "/o % 一% 4. 3 "/o 58. 8劣
42, 000～45, 999 16. 7 15. 6 18. 5 16. 7 9. 1 1. 6 23.5 
46, 000～49,999 27. 5 3. 1 41. 5 16. 7 27. 3 39. 1 11. 8 
50, 000～ 28.3 6. 3 26.2 66. 7 63. 6 44.9 5. 9 
本調査（平均） 45, 656円 38, 521円 47, 339円 51, 054円 50, 582円 49, 338円 40,674円
前調査（平均） 36,615 32, 050 38, 614 40, 487 39, 200 40, 857 32, 765 






職 種 53U 公私 立別
全 体
希 望 幼稚園 保育所 施 設 その他 公 立 不ム 立
N= 134 
N=36 N=68 N=l3 N=l7 N=78 N=56 
継同一職場続で 73.9 ( +5.3) 75.0( +15.8) 79.4 ( +3.0) 53.8（ー 14.6) 64.7 ( +3 2) 78.2 ( +5.5) 67.9 （十3.4)
11.9 (-4.4) 11.1 (-7.3) 10.3 （ー 50) 15.4 ( +4.9) 17. 6 （ー 5.5) 1. 5 （ー 54) 12.5 （ー 3.3)
転 種類へ似で職 37 (+1.7) 2.8 (-1.3) 2.9 (+2.9) 15.4( + 15.4) 一（-7. 7) 26(+13) 5.4 ( +2.8) 
職 種異へ種職 2 2 ( -3.0) 2 8 （ー 5.4) l. 5 （ー 27) ( -5.3) 5.9 ( +5.9) 1.3 （ー 2.6) 3.6 ( 3 0)



































② 2年経過時就職者の転・退職率は 26.1%であるが，？$：業時就職者についてみると 3





















務者との聞に約 8,700円の差がある。 ζ の差は年々大きくとEってきている。
① 現在の仕事を同一職場で続けたいという希望は 73.9%になっている。 2年経過時に
比べて，上にみてきたように適応状態はよくなっていないのではあるが，同一職場継続勤
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